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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム内に、閲覧ユーザに関連付けられたユーザ・
プロファイルを記憶する工程であって、前記ユーザ・プロファイルは、前記閲覧ユーザに
つながっている前記ソーシャル・ネットワーキング・システムの１以上のユーザを識別す
る、工程と、
　スポンサ付きストーリ・ユニットを求めるストーリ要求を受信する工程であって、前記
ストーリ要求は、前記スポンサ付きストーリ・ユニット内に含められるコンテンツとアク
ションのタイプとを識別する、工程と、
　前記閲覧ユーザにつながっている前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユー
ザによるオブジェクトとの対話を識別する工程であって、前記対話は、前記ストーリ要求
によって識別された前記コンテンツと前記アクションのタイプとに基づいて識別され、前
記対話は、生成されるスポンサ付きストーリのための対話候補を表す、工程と、
　識別された前記対話に基づいて、識別された対話の各々について、スポンサ付きストー
リ候補を生成する工程であって、各スポンサ付きストーリ候補は、前記閲覧ユーザにつな
がっている前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザによって実行された対
話を記述する、工程と、
　生成された前記スポンサ付きストーリ候補の各々について、生成された前記スポンサ付
きストーリ候補のコンテンツについてのパフォーマンス・メトリックを決定する工程であ
って、前記パフォーマンス・メトリックは、前記コンテンツを含む少なくとも１つの他の
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スポンサ付きストーリのパフォーマンスに基づく、工程と、
　プロセッサが、対応するパフォーマンス・メトリックに基づいて、前記スポンサ付きス
トーリ候補をランク付けする、ランク付け工程と、
　前記ランク付けに少なくとも部分的に基づいて、前記スポンサ付きストーリ候補の中か
らスポンサ付きストーリ候補を選択する工程と、
　選択された前記スポンサ付きストーリ候補を含む前記スポンサ付きストーリ・ユニット
を生成する工程と、
　前記スポンサ付きストーリ・ユニットを前記閲覧ユーザに提示する工程と、を備える方
法。
【請求項２】
　前記スポンサ付きストーリ・ユニットとの対話を前記閲覧ユーザから受信する工程と、
　受信された前記対話に少なくとも部分的に基づいて、前記スポンサ付きストーリ・ユニ
ットについての新たなパフォーマンス・メトリックを収集する工程と、
　前記スポンサ付きストーリ・ユニットについての前記新たなパフォーマンス・メトリッ
クを記憶する工程と、をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記対応するパフォーマンス・メトリックに少なくとも部分的に基づいて、後続で生成
されるスポンサ付きストーリ候補をランク付けする工程をさらに備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　各パフォーマンス・メトリックは、前記スポンサ付きストーリ・ユニットが提示された
前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユニークなユーザの数、前記スポンサ付
きストーリ・ユニットが提示された前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユー
ザの割合、前記スポンサ付きストーリ・ユニットと対話した前記ソーシャル・ネットワー
キング・システムのユーザの数、クリック・スルー・レート、前記スポンサ付きストーリ
・ユニットに関連付けられた収入の額、前記ソーシャル・ネットワーキング・システムの
ユーザによる前記スポンサ付きストーリ・ユニットとの対話の頻度、およびそれらの任意
の組み合わせから成る群から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ランク付け工程は、
　前記閲覧ユーザと各スポンサ付きストーリ候補との間の親和性を決定する工程と、
　前記親和性に基づいて、前記スポンサ付きストーリ候補をランク付けする工程と、を備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ランク付け工程は、
　前記閲覧ユーザと各スポンサ付きストーリ候補によって記述されたユーザとの間の親和
性を決定する工程と、
　前記親和性に基づいて、前記スポンサ付きストーリ候補をランク付けする工程と、を備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ランク付け工程は、
　要求によって指定されたアクションのタイプを記述するスポンサ付きストーリ候補が、
前記ランク付けにおいてより高い地位を有するように、前記スポンサ付きストーリ候補を
ランク付けする工程を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ランク付け工程は、
　スポンサ付きストーリ候補によって記述された対話に関連付けられた時間に基づいて、
前記スポンサ付きストーリ候補をランク付けする工程を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ランク付け工程は、
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　各スポンサ付きストーリ候補によって記述されたオブジェクトとのユーザ対話の数に基
づいて、前記スポンサ付きストーリ候補をランク付けする工程を備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項１０】
　前記スポンサ付きストーリ・ユニットの目的は、前記スポンサ付きストーリ・ユニット
を提示される前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザの数を最大化するこ
と、前記スポンサ付きストーリ・ユニットを提示される前記ソーシャル・ネットワーキン
グ・システムのユーザの割合を最大化すること、前記スポンサ付きストーリ・ユニットと
の対話の数を最大化すること、前記スポンサ付きストーリ・ユニットとの対話の頻度を最
大化すること、前記スポンサ付きストーリ・ユニットに関連付けられた広告主の収入を最
大化すること、およびそれらの任意の組み合わせから成る群から選択される、請求項１に
記載の方法。
【請求項１１】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム内に、閲覧ユーザに関連付けられたユーザ・
プロファイルを記憶する工程であって、前記ユーザ・プロファイルは、前記閲覧ユーザに
つながっている前記ソーシャル・ネットワーキング・システムの１以上のユーザを識別す
る、工程と、
　スポンサ付きストーリ・ユニットを求めるストーリ要求を受信する工程であって、前記
ストーリ要求は、前記スポンサ付きストーリ・ユニット内に含められるコンテンツとアク
ションのタイプとを識別する、工程と、
　前記閲覧ユーザにつながっている前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユー
ザによるオブジェクトとの対話を識別する工程であって、前記対話は、前記ストーリ要求
によって識別された前記コンテンツと前記アクションのタイプとに基づいて識別され、前
記対話は、生成されるスポンサ付きストーリのための対話候補を表す、工程と、
　識別された前記対話に基づいて、識別された対話の各々について、スポンサ付きストー
リ候補を生成する工程であって、各スポンサ付きストーリ候補は、前記閲覧ユーザにつな
がっている前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザによって実行された対
話を記述する、工程と、
　生成された前記スポンサ付きストーリ候補の各々について、生成された前記スポンサ付
きストーリ候補のコンテンツについてのパフォーマンス・メトリックを決定する工程であ
って、前記パフォーマンス・メトリックは、前記コンテンツを含む少なくとも１つの他の
スポンサ付きストーリのパフォーマンスに基づく、工程と、
　プロセッサが、前記ストーリ要求によって指定された目的と、対応するパフォーマンス
・メトリックとに基づいて、前記スポンサ付きストーリ候補をランク付けする、ランク付
け工程と、
　前記ランク付けに少なくとも部分的に基づいて、前記スポンサ付きストーリ候補の中か
らスポンサ付きストーリ候補を選択する工程と、
　選択された前記スポンサ付きストーリ候補を含む前記スポンサ付きストーリ・ユニット
を生成する工程と、
　前記スポンサ付きストーリ・ユニットを前記閲覧ユーザに提示する工程と、
　前記スポンサ付きストーリ・ユニットとの対話に基づいて、前記目的を変更する工程と
、を備える方法。
【請求項１２】
　前記対応するパフォーマンス・メトリックは、前記スポンサ付きストーリ・ユニットが
提示された前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユニークなユーザの数、前記
スポンサ付きストーリ・ユニットが提示された前記ソーシャル・ネットワーキング・シス
テムのユーザの割合、前記スポンサ付きストーリ・ユニットと対話した前記ソーシャル・
ネットワーキング・システムのユーザの数、クリック・スルー・レート、前記スポンサ付
きストーリ・ユニットに関連付けられた収入の額、前記ソーシャル・ネットワーキング・
システムのユーザによる前記スポンサ付きストーリ・ユニットとの対話の頻度、およびそ
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れらの任意の組み合わせから成る群から選択される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ランク付け工程は、
　前記閲覧ユーザと各スポンサ付きストーリ候補との間の親和性を決定する工程と、
　前記親和性に基づいて、前記スポンサ付きストーリ候補をランク付けする工程と、を備
える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ランク付け工程は、
　前記閲覧ユーザと各スポンサ付きストーリ候補によって記述されたユーザとの間の親和
性を決定する工程と、
　前記親和性に基づいて、前記スポンサ付きストーリ候補をランク付けする工程と、を備
える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ランク付け工程は、
　要求によって指定されたアクションのタイプを記述するスポンサ付きストーリ候補が、
前記ランク付けにおいてより高い地位を有するように、前記スポンサ付きストーリ候補を
ランク付けする工程を備える、請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ランク付け工程は、
　スポンサ付きストーリ候補によって記述された対話に関連付けられた時間に基づいて、
前記スポンサ付きストーリ候補をランク付けする工程を備える、請求項１１に記載の方法
。
【請求項１７】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム内に、閲覧ユーザに関連付けられたユーザ・
プロファイルを記憶する工程であって、前記ユーザ・プロファイルは、前記閲覧ユーザに
つながっている前記ソーシャル・ネットワーキング・システムの１以上のユーザを識別す
る、工程と、
　スポンサ付きストーリ・ユニットを求めるストーリ要求を受信する工程であって、前記
ストーリ要求は、前記スポンサ付きストーリ・ユニット内に含められるコンテンツとアク
ションのタイプとを識別する、工程と、
　前記閲覧ユーザにつながっている前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユー
ザによるオブジェクトとの対話を識別する工程であって、前記対話は、前記ストーリ要求
によって識別された前記コンテンツと前記アクションのタイプとに基づいて識別され、前
記対話は、生成されるスポンサ付きストーリのための対話候補を表す、工程と、
　識別された前記対話に基づいて、識別された対話の各々について、スポンサ付きストー
リ候補を生成する工程であって、各スポンサ付きストーリ候補は、前記閲覧ユーザにつな
がっている前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザによって実行された対
話を記述する、工程と、
　生成された前記スポンサ付きストーリ候補の各々について、生成された前記スポンサ付
きストーリ候補のコンテンツについてのパフォーマンス・メトリックを決定する工程であ
って、前記パフォーマンス・メトリックは、前記コンテンツを含む少なくとも１つの他の
スポンサ付きストーリのパフォーマンスに基づく、工程と、
　プロセッサが、対応するパフォーマンス・メトリックに基づいて、前記スポンサ付きス
トーリ候補をランク付けする、ランク付け工程と、
　前記ランク付けに少なくとも部分的に基づいて、前記スポンサ付きストーリ候補の中か
らスポンサ付きストーリ候補を選択する工程と、
　選択された前記スポンサ付きストーリ候補を含む前記スポンサ付きストーリ・ユニット
を生成する工程と、
　前記スポンサ付きストーリ・ユニットを前記閲覧ユーザに提示する工程と、を実行する
ためのコンピュータ・プログラム・コードを含むコンピュータ可読記憶媒体。
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【請求項１８】
　前記対応するパフォーマンス・メトリックは、前記スポンサ付きストーリ・ユニットが
提示された前記ソーシャル・ネットワーキング・システムのユニークなユーザの数、前記
スポンサ付きストーリ・ユニットが提示された前記ソーシャル・ネットワーキング・シス
テムのユーザの割合、前記スポンサ付きストーリ・ユニットと対話した前記ソーシャル・
ネットワーキング・システムのユーザの数、クリック・スルー・レート、前記スポンサ付
きストーリ・ユニットに関連付けられた収入の額、前記ソーシャル・ネットワーキング・
システムのユーザによる前記スポンサ付きストーリ・ユニットとの対話の頻度、およびそ
れらの任意の組み合わせから成る群から選択される、請求項１７に記載の記憶媒体。
【請求項１９】
　前記ランク付け工程は、
　各スポンサ付きストーリ候補によって記述されたオブジェクトとのユーザ対話の数に基
づいて、前記スポンサ付きストーリ候補をランク付けする工程を備える、請求項１７に記
載の記憶媒体。
【請求項２０】
　前記ランク付け工程は、
　要求によって指定されたアクションのタイプを記述するスポンサ付きストーリ候補が、
前記ランク付けにおいてより高い地位を有するように、前記スポンサ付きストーリ候補を
ランク付けする工程を備える、請求項１７に記載の記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、ソーシャル・ネットワーキング・システムに関し、詳細には、ソー
シャル・ネットワーク・システムによって提示されるスポンサ付きストーリを最適化する
ことに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソーシャル・ネットワーク、すなわちユーザ（人、企業、および他のエンティティを含
む）を追跡し、ユーザ間のつながりを可能にするソーシャル・ユーティリティが、近年普
及を見せている。これらのソーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザがより効
率的に情報を伝えることを可能にする。例えば、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ム・ユーザは、連絡先情報、経歴情報、仕事情報、趣味、および／または他のユーザ固有
のデータを、ソーシャル・ネットワーキング・システム上のユーザに関連付けられたロケ
ーションに投稿することができる。その後、他のユーザは、ユーザ・プロファイルをブラ
ウズすることによって、または特定のデータを含むプロファイルを検索することによって
、投稿されたデータを閲覧することができる。ソーシャル・ネットワーキング・システム
は、ユーザが自らを他のユーザに関連付け、ソーシャル・ネットワーキング・システムの
ユーザ間につながりのウェブを生成することも可能にする。ユーザ間のこれらのつながり
は、ユーザ固有の関心を考慮してより関りのある情報を各ユーザに提供するために、ソー
シャル・ネットワーキング・システムによって利用することができる。
【０００３】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、一般に、それぞれのユーザに関りがある
可能性が最も高いコンテンツにユーザを接続するためのシステムを含む。例えば、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システムは、地理的ロケーション、雇用者、職種、年齢、音楽
の好み、関心事、または他の属性など、プロファイル内の１つまたは複数の属性に従って
、ユーザをグループ化することができる。その後、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テムのユーザ、または広告主などの外部エンティティは、これらのグループを使用して、
情報配信をグループのプロパティに基づいてカスタマイズし、グループ内のユーザが関心
のある情報を受け取る蓋然性を高めることができる。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　広告主は、ソーシャル・ネットワーキング・システムからの情報を使用して、異なるユ
ーザをターゲットにして広告（「アド」）を送ることによって、ソーシャル・ネットワー
キング・システム・ユーザについての情報を利用しようと試みた。一般に、広告主は、ユ
ーザ特徴を識別して、ソーシャル・ネットワーキング・システムに知らせ、ソーシャル・
ネットワーキング・システムは、特徴の１つまたは複数を有するユーザを識別し、特徴の
少なくとも１つを有するユーザに広告主からの広告を提供する。例えば、広告主は、ある
音楽バンドの愛好者であり、その音楽バンドが近々演奏する会場の近くに所在するユーザ
を識別し、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、識別された情報をプロファイル
内に有するユーザに、その音楽バンドのコンサートについての広告を提示する。しかしな
がら、ターゲット選定基準のこの使用法では、ソーシャル・ネットワーキング・システム
・ユーザ間のつながりを利用していない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の実施形態は、スポンサ付きストーリ・ユニットの通信を最適化し、スポンサ付
きストーリ・ユニットは、スポンサ付きストーリ、および／または１つもしくは複数の関
連する投稿もしくはアクティビティを含む。スポンサ付きストーリは、閲覧ユーザがつな
がっているソーシャル・ネットワーキング・システムのユーザによって取られたアクショ
ン、およびそのアクションが取られたオブジェクトについて記述する。例えば、スポンサ
付きストーリは、特定のユーザが識別された歌を聴いたこと、または特定のユーザが特定
のリンクを共有したことを示す。したがって、スポンサ付きストーリは、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システム内のオブジェクト、および様々なオブジェクトに対して実行さ
れたアクションについての、ソーシャル・ネットワーキング・システムによって記憶され
た情報を利用する。例えば、閲覧ユーザが、ある会社のファン・ページに「いいね」を表
明した別のユーザとつながっている場合、閲覧ユーザに提供されるスポンサ付きストーリ
は、他のユーザがそのページに「いいね」を表明したことを示す。
【０００６】
　スポンサ付きストーリのパフォーマンスは、インプレッション、リーチ、ユーザ・コン
バージョン、および／またはスポンサの収入など、様々なメトリックを使用して測定され
る。スポンサ付きストーリ内に含められるソーシャル情報は、ターゲット・ユーザに対し
てスポンサ付きストーリをより関りがあり、より関心があるものにするように選択される
。例えば、スポンサ付きストーリ内で識別される別のユーザ、オブジェクト、またはアク
ションのタイプなど、様々なタイプのソーシャル・コンテキスト情報がスポンサ付きスト
ーリのために選択される。スポンサ付きストーリを選択するために使用される基準、およ
び／または閲覧ユーザに提示されるスポンサ付きストーリを変更するために取られる他の
アクションも、よりユーザの関心を引いて、スポンサ付きストーリのメトリックの１つま
たは複数を向上させるように選択される。スポンサ付きストーリのメトリックの１つまた
は複数を向上させるために、以前に提示されたスポンサ付きストーリのパフォーマンス・
データが、収集および分析されて、広告主またはソーシャル・ネットワーキング・システ
ムが、スポンサ付きストーリの選択を変更することを可能にする。
【０００７】
　一実施形態では、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、スポンサ付きストーリ
を閲覧ユーザに提示するように求める要求を受信し、スポンサ付きストーリ内に含められ
るオブジェクトを識別する。例えば、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、閲覧
ユーザにつながっているユーザ、識別されたユーザによって実行された対話、および識別
された対話に関連付けられたオブジェクトを識別する。識別されたユーザ、対話、および
オブジェクトから、１つまたは複数のスポンサ付きストーリ候補が生成される。スポンサ
付きストーリ候補は、１つまたは複数の基準に基づいてランク付けされる。例えば、閲覧
ユーザと各スポンサ付きストーリ候補との間の親和性は、対話ユーザに基づいて、ならび
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に／またはスポンサ付きストーリ候補内に含められるオブジェクト、スポンサ付きストー
リ候補内に含められるオブジェクトのタイプ、および他の任意の適切な基準に基づいて生
成される。ランキングに基づいて、スポンサ付きストーリ候補は、選択され、閲覧ユーザ
に提示される。
【０００８】
　選択されたスポンサ付きストーリ候補に関連付けられた１つまたは複数のパフォーマン
ス・メトリックが、取得される。様々なスポンサ付きストーリのパフォーマンス・メトリ
ックが、分析され、閲覧ユーザに示されるスポンサ付きストーリの後続の選択を変更する
ために使用される。例えば、追加のスポンサ付きが、閲覧ユーザのつながり先である、ス
ポンサ付きストーリ内のユーザ、後続の選択されるスポンサ付きストーリ内のオブジェク
トとの閲覧ユーザの対話、後続の選択されるスポンサ付きストーリ内のオブジェクトもし
くはユーザに対する閲覧ユーザの親和性、後続の選択されるスポンサ付きストーリ内に含
められるオブジェクトの新しさ、後続の選択されるスポンサ付きストーリ内に含められる
オブジェクトのタイプ、後続の選択されるスポンサ付きストーリ内に含められるオブジェ
クトの内容、または他の任意の適切な基準のうちの１つまたは複数に基づいて選択される
。スポンサ付きストーリは、スポンサ付きストーリの選択を向上させるために、パフォー
マンス・メトリックの分析に基づいて、再生成および再ランク付けされる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態による、ソーシャル・ネットワーキング・システム内においてスポン
サ付きストーリを生成するためのプロセスのブロック図。
【図２】一実施形態による、適切なシステム環境のブロック図。
【図３】一実施形態による、閲覧ユーザに表示されるスポンサ付きストーリ・ユニットの
一例を示す図。
【図４】一実施形態による、ソーシャル・ネットワーキング・システム内におけるスポン
サ付きストーリの最適化のためのプロセスのフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図は、説明のみを目的として、本発明の様々な実施形態を示している。当業者は、本明
細書で記載される発明の原理から逸脱することなく、本明細書に記載される構造および方
法の代替実施形態を利用することを以下の説明から容易に理解するであろう。
【００１１】
　概要
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザに、システムの他のユーザと通信
および対話を行う能力を提供する。使用時、ユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・
システムに加入し、自らがつながることを望む複数の他のユーザへのつながりを追加する
。本明細書で使用される場合、「友達」という用語は、ユーザがシステムを通じてつなが
り、関連付け、または関係を形成した他の任意のユーザに及ぶ。つながりは、ユーザによ
って明示的に追加される、例えば、ユーザが友達になることになる特定の他のユーザを選
択することができ、またはユーザの共通の特徴（例えば、同じ教育機関の卒業生であるユ
ーザ）に基づいて、ソーシャル・ネットワーキング・サイトによって自動的に生成される
。ソーシャル・ネットワーキング・システム内のつながりは、通常は双方向的であるが、
そうである必要はなく、そのため、「ユーザ」および「友達」という用語は、参照構造に
依存する。例えば、ボブとジョーが、ともにユーザであり、システム内で互いに接続され
る場合、ボブとジョーは、互いに友達同士でもある。ユーザ間のつながりは、直接的なつ
ながりとすることができるが、ソーシャル・ネットワーキング・システムのいくつかの実
施形態は、つながりが、１つまたは複数のレベルのつながりを通じた間接的なものである
ことを可能にする。また、「友達」という用語は、ユーザが実生活において実際に友達で
ある必要がなく（一般に、ユーザの一方が企業または他のエンティティである場合がそう
である）、単にソーシャル・ネットワーキング・システム内のつながりを示唆するにすぎ
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ない。
【００１２】
　他のユーザとの対話に加えて、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ユーザに
、ソーシャル・ネットワーキング・システムによってサポートされる様々なタイプのオブ
ジェクトと対話を行う能力を提供する。オブジェクトは、多種多様なものを表すことがで
き、限定することなく、プロファイル、アプリケーション（例えば、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム内でプレイ可能なゲーム）、イベント（例えば、ユーザが出掛ける
ことができるコンサートのお知らせ）、グループ（例えば、ユーザが属することができる
ページ）、エンティティ・ベースのページまたはハブ（例えば、ソーシャル・ネットワー
キング・システム上に特定のエンティティの存在を構成するページ）、ユーザに関連付け
られたロケーション（例えば、「パロ・アルト、カリフォルニア州、ＵＳＡ」）、広告（
例えば、広告内容を含むページ）、ユーザによって生成されたコンテンツ・アイテム（例
えば、ユーザ投稿）、物理的またはデジタルのアイテムの表現、コンセプトなどを含む。
オブジェクトは、ソーシャル・ネットワーキング・システム外部のサード・パーティによ
っても定義される。例えば、ウェブ・ページ・ドメイン・ホストは、ウェブ・ページ上に
おけるオブジェクトとのユーザの対話を、ソーシャル・ネットワーキング・システムに登
録することができるように、オブジェクト、およびソーシャル・ネットワーキング・オブ
ジェクトに対するアクションを定義することができる。
【００１３】
　ユーザは、ソーシャル・ネットワーキング・システム内のオブジェクトへのつながりを
確立すること、またはソーシャル・ネットワーキング・システムを通じてオブジェクトと
の他の対話を実行することができる。例えば、ユーザは、グループに加入すること、イベ
ントに参加すること、ロケーションにチェックインすること、ページのファンになること
、オブジェクトに対する好感を表明する（オブジェクトに「いいね」を表明する）こと、
コンテンツをページに投稿すること、または他の任意のアクションを実行することができ
る。アクションは、ソーシャル・ネットワーキング・システムによって提示のためのユー
ザによるコンテンツの生成であってもよい。例えば、ユーザは、エンティティのファン・
ページ上におけるコメントなど、データを投稿することができる。ユーザは、ソーシャル
・ネットワーキング・システムに関連付けられたドメインの外部のオブジェクトに対する
アクションを実行することもできる。例えば、ユーザは、新聞ドメイン上において記事を
読むこと、音楽アプリケーション上において歌を聴くこと、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システムに関連付けられたドメイン以外のドメインによって維持されるウェブ・ペー
ジに「いいね」を表明することなどができる。ユーザとソーシャル・ネットワーキング・
システム内部または外部のオブジェクトとの間の他の多くのタイプのアクションが可能で
ある。
【００１４】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ソーシャル・ネットワーキング・システ
ムによって維持されるオブジェクトに対してユーザによって実行されるアクションを記述
するデータを含む、１つまたは複数のデータ・ストアを含む。記憶されたアクションは、
アクションを実行するユーザの、ソーシャル・ネットワーキング・システムによって維持
される、ユーザ・プロファイルに関連付けることができる。加えて、ソーシャル・ネット
ワーキング・システムは、記憶されたアクションをアクションがそれに対して実行された
オブジェクトに関連付け、関連付けを記憶し、様々なオブジェクトに対してソーシャル・
ネットワーキング・システム・ユーザによって実行されたアクションのその後の取り出し
を可能にする。
【００１５】
　ソーシャル・ネットワーキング・システムは、多種多様なコンテンツをユーザに提示す
る。ユーザに表示されるコンテンツの例は、画像、映像、オーディオ・データ、写真など
を含む。加えて、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、ニュースフィードをユー
ザに表示する。ニュースフィードは、ソーシャル・ネットワーキング・システムによって
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維持されるオブジェクトに対してソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザによ
って取られたアクションを記述するストーリを含む。例えば、閲覧ユーザに提示されるニ
ュースフィードは、閲覧ユーザにつながっている他のユーザによってオブジェクトに対し
て実行されたアクションを記述するストーリを含む。ニュースフィードに含めるストーリ
を選択する場合、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、多種多様な要因を使用す
る。一実施形態では、広告主は、広告主によって選択されたストーリをニュースフィード
内に含めることに対する対価を、ソーシャル・ネットワーキング・システムに提供する。
これは、広告主が、ストーリがソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザに提示
される蓋然性を高めるために、ストーリの「スポンサになる」ことを可能にする。例えば
、スポンサ付きストーリは、閲覧ユーザの友達が、ソーシャル・ネットワーキング・オブ
ジェクトに「いいね」を表明したこと、オブジェクトにコメントしたこと、オブジェクト
を再閲覧したこと、オブジェクトに関する質問を行ったこと、および／またはテキストも
しくはメディアをオブジェクトに関連付けたことなどを報告することができる。したがっ
て、ストーリのスポンサになることは、広告主が、スポンサ付きストーリをユーザに提示
するためのインセンティブをソーシャル・ネットワーキング・システムに提供することに
よって、ユーザがストーリを閲覧する蓋然性を高めることを可能にする。
【００１６】
　したがって、ソーシャル・ネットワーキング・システムは、閲覧ユーザのニュースフィ
ード内で閲覧ユーザに表示するための、１つまたは複数のスポンサ付きストーリ・ユニッ
トを提供する。ニュースフィードに加えて、スポンサ付きストーリは、ウェブ・ページの
右側、ログアウト・ページ、またはタイプアヘッド内など、閲覧ユーザに表示されるユー
ザ・インタフェースの他の任意の部分において、閲覧ユーザに提示することができる。ス
ポンサ付きストーリ・ユニットは、閲覧ユーザにつながっている１つまたは複数のユーザ
によってオブジェクトに対して実行された１つまたは複数のアクションを記述するスポン
サ付きストーリを含み、オブジェクトに関連付けられた追加の情報も含む。例えば、スポ
ンサ付きストーリは、閲覧ユーザの友達が、ある歌を聴いたこと、ある記事を読んだこと
、または別のタイプのアクションを実行したことを示す。スポンサ付きストーリ、または
ソーシャル広告の実施形態は、その全体が本願明細書に援用される、２００８年８月１８
日に出願され、米国特許出願公開第２００９／０１１９１６７号として公開された、米国
出願第１２／１９３７０２号において記載されている。
【００１７】
　スポンサ付きストーリは、スポンサ付きストーリによって記述される対話内に含まれる
オブジェクトに関連付けられた投稿を含む。例えば、スポンサ付きストーリを閲覧してい
るユーザ（「閲覧ユーザ」）につながっているユーザが、ある会社に関連付けられたペー
ジに対する好感を表明している（ページに「いいね」を表明している）とする。スポンサ
付きストーリは、ユーザがページに「いいね」を表明したことを記述し、ページに関連付
けられたコメント（ページに関連付けられた「投稿」）も含む。投稿は、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システムによってサポートされる任意のタイプのデータとされ、多種多
様な方法でオブジェクトに関連付けられる。投稿の例は、テキスト、画像、映像、オーデ
ィオ、リンク、および／またはアプリケーションなどを含む。加えて、スポンサ付きスト
ーリ内に含まれる投稿は、任意のソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザによ
って生成される。例えば、投稿は、スポンサ付きストーリによって記述されたアクション
を実行するユーザによって生成することができ、または別のソーシャル・ネットワーキン
グ・システム・ユーザによって生成することができる。したがって、スポンサ付きストー
リは、閲覧ユーザにつながっているユーザが特定のオンライン小売業者のファン・ページ
に「いいね」を表明したことを示す情報、および異なるユーザによってファン・ページに
投稿されたコメントを含む。
【００１８】
　スポンサ付きストーリ内に投稿を含めることは、閲覧ユーザが、スポンサ付きストーリ
によって記述された対話の背後のコンテキストをより良く理解することを可能にする。例
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えば、閲覧ユーザにつながっているユーザが、自動車会社のページに「いいね」を表明し
ているときに、その自動車会社についての他のユーザからのコメントを含むことは、閲覧
ユーザが、スポンサ付きストーリ内の対話の理由をより良く理解することを可能にする。
この追加のコンテキストは、閲覧ユーザがスポンサ付きストーリと対話する蓋然性を高め
る。
【００１９】
　図１は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１００内において、スポンサ付きス
トーリを生成する一実施形態のブロック図であり、一実施形態による、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム内における、ソーシャル・ネットワーキング・システム１００内
のスポンサ付きストーリの生成を示している。図１に示されるように、ストーリ選択エン
ジン１７０は、スポンサ付きストーリ１９０をソーシャル・ネットワーキング・システム
１００の閲覧ユーザ１１０に提示することを求める要求１５０を受信する。要求１５０は
、広告主から受信することができる。ストーリ要求を受信すると、ストーリ選択エンジン
１７０は、要求されたスポンサ付きストーリを生成するために、ユーザ、オブジェクト、
対話、およびストーリの履歴を求めて、記憶されたユーザ情報１６０を検索する。一実施
形態では、スポンサ付きストーリ１９０は、以前に提示されたスポンサ付きストーリから
生成される。例えば、スポンサ付きストーリ１９０による記述のために、以前に提示され
たスポンサ付きストーリ内で記述された対話またはオブジェクトを選択することができる
。ストーリ選択エンジン１７０は、閲覧ユーザ１１０につながっているユーザ１２０ａ、
１２０ｂが、以前に提示されたスポンサ付きストーリによって記述された対話を実行した
か否か、または以前に提示されたスポンサ付きストーリによって記述されたオブジェクト
と対話したか否かを判定することができる。
【００２０】
　閲覧ユーザ１１０につながっているユーザ１２０ａ、１２０ｂが、指定されたタイプの
対話を実行した、または指定されたオブジェクトと対話した場合、ストーリ選択エンジン
１７０は、スポンサ付きストーリ１９０のための基礎材料として、閲覧ユーザ１１０につ
ながっているユーザ１２０ａ、１２０ｂによる対話を選択することができる。例えば、以
前に提示されたスポンサ付きストーリは、オブジェクト１３０との「いいね」タイプの対
話を記述する。図１では、ユーザ１２０ｂは、オブジェクト１３０に「いいね」を表明し
ており、そのため、ストーリ選択エンジン１７０は、スポンサ付きストーリ１９０のため
の基礎材料として、「いいね」タイプの対話およびユーザ１２０ｂを選択することができ
る。
【００２１】
　ストーリ選択エンジン１７０は、さらに、スポンサ付きストーリ１９０内に含めるため
の１つまたは複数の投稿候補１２４を識別する。一実施形態では、投稿候補１２４は、ス
ポンサ付きストーリ１９０によって記述されたオブジェクト１３０に関連付けられる。投
稿候補１２４は、閲覧ユーザ１１０につながっていないユーザ１２２によって生成される
。図１の例では、投稿候補１２４は、閲覧ユーザ１１０に接続していないユーザ１２２に
関連付けられる。ストーリ選択エンジン１７０は、スポンサ付きストーリ１０９内に含め
るための投稿候補１２４を識別することができる。ストーリ生成エンジン１８０は、スト
ーリ選択エンジン１７０によって提供される、ユーザ、対話、オブジェクト、および／ま
たは投稿候補１２４からスポンサ付きストーリ１９０を生成する。スポンサ付きストーリ
１９０は、対話を記述し、対話に関連付けられたユーザおよび／またはオブジェクトを識
別する。いくつかの実施形態では、スポンサ付きストーリは、ストーリ選択エンジン１７
０によって選択された投稿候補１２４も含む。
【００２２】
　システム・アーキテクチャ
　図２は、スポンサ付きストーリ生成のためのシステム環境の一実施形態のブロック図で
ある。システム環境は、ネットワーク２００と、１つまたは複数のユーザ・デバイス２０
２と、１つまたは複数の外部ウェブサイト２０４と、ソーシャル・ネットワーキング・シ
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ステム１００とを備える。図２には、３つのユーザ・デバイスおよび２つの外部ウェブサ
イトが示されているが、任意の数（数百万を含む）のこれらのエンティティを含むことを
理解されたい。代替構成では、異なるエンティティも、システム内に含む。
【００２３】
　ユーザ・デバイス２０２は、データを処理し、ユーザから入力を受け取り、ネットワー
ク２００を通じてデータを送受信することが可能なコンピューティング・デバイスである
。一実施形態では、ユーザ・デバイス２０２は、オペレーティング・システムを実行する
従来のコンピュータ・システムである。別の実施形態では、ユーザ・デバイス２０２は、
携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイル電話、スマートフォンなど、コンピュータ機能を有す
る任意のデバイスである。一実施形態では、ユーザ・デバイス２０２は、ブラウザ・アプ
リケーションなどのアプリケーションを実行し、ユーザ・デバイス２０２のユーザが、ソ
ーシャル・ネットワーキング・システム１００と対話することを可能にする。別の実施形
態では、ユーザ・デバイス２０２は、ＩＯＳ（登録商標）またはＡＮＤＲＯＩＤ（登録商
標）など、ユーザ・デバイス２０２のネイティブ・オペレーティング・システム上で動作
する、アプリケーション・プログラミング・インタフェース（ＡＰＩ）を通して、ソーシ
ャル・ネットワーキング・システム１００と対話する。
【００２４】
　ユーザ・デバイス２０２は、ネットワーク２００を通じて通信するように構成され、ネ
ットワーク２００は、有線および無線通信システムを使用する、ローカル・エリア・ネッ
トワークおよび／またはワイド・エリア・ネットワークの任意の組み合わせを備える。一
実施形態では、ネットワーク２００は、標準通信技術および／または標準プロトコルを使
用する。したがって、ネットワーク２００は、イーサネット（登録商標）、８０２．１１
、ワールドワイドインターオペラビリティ・フォー・マイクロウェーブ・アクセス（Ｗｉ
ＭＡＸ：ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　ｉｎｔｅｒｏｐｅｒａｂｉｌｉｔｙ　ｆｏｒ　ｍｉｃｒｏ
ｗａｖｅ　ａｃｃｅｓｓ）、３Ｇ、４Ｇ、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、デジタル加入
者線（ＤＳＬ）などの技術を使用する、通信リンクを含む。同様に、ネットワーク１２０
上で使用されるネットワーキング・プロトコルは、マルチプロトコル・ラベル・スイッチ
ング（ＭＰＬＳ）、伝送制御プロトコル／インターネット・プロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）
、ユーザ・データグラム・プロトコル（ＵＤＰ）、ハイパーテキスト転送プロトコル（Ｈ
ＴＴＰ）、簡易メール転送プロトコル（ＳＭＴＰ）、およびファイル転送プロトコル（Ｆ
ＴＰ）を含む。ネットワーク１２０上で交換されるデータは、ハイパーテキスト・マーク
アップ言語（ＨＴＭＬ）または拡張マークアップ言語（ＸＭＬ）を含む技術および／また
はフォーマットを使用して表される。加えて、通信リンクの全部または一部は、セキュア
・ソケット・レイヤ（ＳＳＬ）、トランスポート・レイヤ・セキュリティ（ＴＬＳ）、お
よびインターネット・プロトコル・セキュリティ（ＩＰｓｅｃ）などの従来の暗号技術を
使用して暗号化される。１つまたは複数の外部ウェブサイト２０４は、以下でさらに記載
されるソーシャル・ネットワーキング・システム１００と通信するために、ネットワーク
２００に結合される。
【００２５】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム１００は、ユーザが、互いに通信または他の
方法で対話すること、およびコンテンツにアクセスすることを可能にする、コンピューテ
ィング・システムである。図２に示されるように、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１００は、ウェブ・サーバ２１２と、データ・ロガー２１４と、ストーリ選択エンジ
ン１７０と、ストーリ生成エンジン１８０と、広告（「アド」）ストア２１６と、ストー
リ・ストア２１８と、ユーザ・データ・ストア２２２と、オブジェクト・データ・ストア
２２４と、対話データ・ストア２２６と、エッジ・ストア２３０とを含む。代替構成では
、より少ないもしくは多い構成要素および／または異なる構成要素を、システム１００内
に含む。
【００２６】
　ソーシャル・ネットワーキング・システム１００の各ユーザは、ユーザ・データ・スト
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ア２２２内に記憶されるユーザ・プロファイルに関連付けられる。一意的なユーザ識別（
ＩＤ）、ログイン名およびパスワードなどのユーザ・アカウント情報、ならびにユーザに
ついての他の関連する情報は、ユーザ・データ・ストア２２２内に記憶される。一実施形
態では、ユーザ・アカウント情報は、ユーザＩＤによって、または他の適切な情報によっ
てインデックス付けされる。ユーザ・プロファイルは、ユーザによって明示的に共有され
たユーザについての宣言的な情報を含み、ソーシャル・ネットワーキング・システム１０
０によって推測されるプロファイル情報も含む。一実施形態では、ユーザ・プロファイル
は、複数のデータ・フィールドを含み、各データ・フィールドには、ソーシャル・ネット
ワーキング・システム１００の対応するユーザの１つまたは複数の属性が記述される。ユ
ーザ・データ・ストア２２２内に記憶されるユーザ・プロファイルには、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システム１００のユーザが記述され、生物学的情報、人口学的情報、な
らびに職歴、学歴、性別、趣味または好み、およびロケーションなど、他のタイプの記述
的情報を含む。ユーザ・プロファイルには、例えば、画像または映像など、ユーザによっ
て提供される他の情報も記憶される。ある実施形態では、ユーザの画像は、画像内に表示
されるソーシャル・ネットワーキング・システム１００のユーザの識別情報を用いてタグ
付けされる。ユーザ・データ・ストア２２２内のユーザ・プロファイルは、オブジェクト
・データ・ストア２２４内のコンテンツ・アイテムに対して実行され、対話データ・スト
ア２２６内に記憶される、対応するユーザによるアクションへの参照も維持される。
【００２７】
　ユーザ・データ・ストア２２２内のユーザ・プロファイルは、しばしば個人に関連付け
られ、人々がソーシャル・ネットワーキング・システム１００を通じて互いに対話するこ
とを可能にするが、ユーザ・プロファイルは、企業または組織などのエンティティのため
にも記憶される。これは、エンティティが、ソーシャル・ネットワーキング・システム・
ユーザに接続され、コンテンツを交換するために、ソーシャル・ネットワーキング・シス
テム１００上に存在を確立されることを可能にする。エンティティは、エンティティのユ
ーザ・プロファイルに関連付けられたブランド・ページを使用して、自らについての情報
、製品についての情報を投稿すること、または他の情報をソーシャル・ネットワーキング
・システムのユーザに提供することができる。ソーシャル・ネットワーキング・システム
の他のユーザは、ブランド・ページに接続して、ブランド・ページに投稿された情報を受
け取ること、またはブランド・ページから情報を受け取ることができる。ブランド・ペー
ジに関連付けられたユーザ・プロファイルは、エンティティ自体についての情報を含むこ
とができ、エンティティについての背景または情報的データをユーザに提供する。
【００２８】
　オブジェクト・データ・ストア２２４は、様々なタイプのコンテンツを表すオブジェク
トを記憶する。オブジェクトによって表されるコンテンツの例は、ページ投稿、状態更新
、写真、映像、リンク、共有されたコンテンツ・アイテム、ゲーム・アプリケーションの
成績、地域の商業施設におけるチェックイン・イベント、ブランド・ページ、または他の
任意のタイプのコンテンツを含む。状態更新、ソーシャル・ネットワーキング・システム
内の他のオブジェクトに関連付けるためにユーザによってタグ付けされた写真、イベント
、グループ、またはアプリケーションなどのオブジェクトは、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１００のユーザによって生成される。いくつかの実施形態では、オブジェ
クトは、サードパーティ・アプリケーションから、またはソーシャル・ネットワーキング
・システム１００から分離されたサードパーティ・アプリケーションから受信される。コ
ンテンツ・「アイテム」は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１００内において
オブジェクトとして表される、コンテンツの単一の要素を表す。ソーシャル・ネットワー
キング・システム１００のユーザは、様々な通信チャネルを通して、テキストおよび様々
なタイプのメディアのコンテンツ・アイテムを投稿することによって、互いに通信するよ
うに促され、ソーシャル・ネットワーキング・システム１００内において、ユーザ同士の
対話を増やし、ユーザが対話する頻度を増やす。
【００２９】
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　データ・ロガー２１４は、ユーザ・アクションについての通信情報をソーシャル・ネッ
トワーキング・システム１００上で、および／またはソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１００の外部で受信し、対話データ・ストア２２６をユーザ・アクションを記述す
る情報で埋める。そのようなアクションは、様々ある中でも特に、例えば、別のユーザへ
のつながりを追加すること、別のユーザにメッセージを送信すること、画像をアップロー
ドすること、別のユーザからのメッセージを読むこと、別のユーザに関連付けられたコン
テンツを閲覧すること、別のユーザによって投稿されたイベントに参加することを含む。
加えて、他のオブジェクトとの関連において記述される複数のアクションは、特定のユー
ザを対象にし、そのため、これらのアクションはさらにそれらのユーザに関連付けられる
。これらのアクションは、対話データ・ストア２２６内に記憶される。
【００３０】
　対話データ・ストア２２６は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１００上にお
ける、またソーシャル・ネットワーキング・システム１００に情報を伝える外部ウェブサ
イトにおけるユーザ・アクションを追跡するために、ソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム１００によって使用される。ユーザは、投稿にコメントすること、リンクを共有す
ること、モバイル・デバイス、コンテンツ・アイテムにアクセスすること、または他の対
話を通じて物理ロケーションにチェックインすることを含む、様々なオブジェクトとの対
話をソーシャル・ネットワーキング・システム１００上において行うことができる。これ
らのアクションを記述する情報は、対話データ・ストア２２６内に記憶される。対話デー
タ・ストア２２６内に含まれる、ソーシャル・ネットワーキング・システム１００上にお
けるオブジェクトとの対話の別の例は、写真アルバムにコメントすること、ユーザ間で通
信すること、あるミュージシャンのファンになること、カレンダにイベントを追加するこ
と、グループに加入すること、ブランド・ページのファンになること、イベントを生成す
ること、アプリケーションを認可すること、アプリケーションを使用すること、および取
引に関ることを含む。加えて、対話データ・ストア２２６は、ソーシャル・ネットワーキ
ング・システム１００上のコンテンツ、およびソーシャル・ネットワーキング・システム
１００上で動作する他のアプリケーションとのユーザの対話を記録する。いくつかの実施
形態では、対話データ・ストア２２６からのデータは、ユーザの関心または好みを推測す
るために使用され、ユーザ・プロファイル内に含まれる関心を増強し、ユーザの好みにつ
いてのより完全な理解を可能にする。
【００３１】
　一実施形態では、エッジ・ストア２３０は、ユーザとソーシャル・ネットワーキング・
システム１００上の他のオブジェクトとの間のつながりを記述する情報をエッジ・オブジ
ェクトとして記憶する。いくつかのエッジは、ユーザによって定義され、ユーザが他のユ
ーザとの関係を指定することを可能にする。例えば、ユーザは、友達、同僚、およびパー
トナなど、ユーザの実生活上の関係と平行する他のユーザとのエッジを生成することがで
きる。他のエッジは、ソーシャル・ネットワーキング・システム上のページに対する関心
を表明する、ソーシャル・ネットワーキング・システムの他のユーザとリンクを共有する
、ソーシャル・ネットワーキング・システムの他のユーザによって作成された投稿にコメ
ントするなど、ユーザがソーシャル・ネットワーキング・システム１００内においてオブ
ジェクトと対話したときに生成される。
【００３２】
　エッジ・ストア２３０は、オブジェクト、関心、および他のユーザに対する親和性スコ
アなど、エッジについての情報を含む、エッジ・オブジェクトを記憶する。ユーザによっ
て実行されたアクションに基づいて、ソーシャル・ネットワーキング・システム１００内
におけるオブジェクト、関心、および他のユーザに対するユーザの親和性を近似するため
に、経時的にソーシャル・ネットワーキング・システム１００によって親和性スコアを計
算することができる。ユーザによって実行されたアクションに基づいて、ソーシャル・ネ
ットワーキング・システム１００内におけるオブジェクト、関心、および他のユーザに対
するユーザの親和性を近似するために、経時的にソーシャル・ネットワーキング・システ
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ム１００によってユーザの親和性を計算することができる。親和性の計算は、その全体が
本願明細書に援用される、２０１０年１２月２３日に出願された、米国特許出願第１２／
９７８２６５号においてさらに記載されている。一実施形態では、ユーザと特定のオブジ
ェクトの間の複数の対話を、エッジ・ストア２３０内の１つのエッジ・オブジェクト内に
記憶することができる。いくつかの実施形態では、ユーザ間のつながりは、ユーザ・デー
タ・ストア２２２内に記憶される。すなわち、ユーザ・データ・ストア２２２は、ユーザ
間のつながりを決定するために、エッジ・ストア２３０にアクセスすることができる。
【００３３】
　ウェブ・サーバ２１２は、ネットワーク２００を通じて、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１００を、１つまたは複数のユーザ・デバイス２０２、および１つまたは複
数の外部ウェブサイト２０４にリンクする。ウェブ・サーバ２１２は、ウェブ・ページ、
ならびにＪＡＶＡ（登録商標）、ＦＬＡＳＨ（登録商標）、およびＸＭＬなど、他のウェ
ブ関連コンテンツを提供する。ウェブ・サーバ２１２は、ソーシャル・ネットワーキング
・システム１００とユーザ・デバイス２０２の間で、例えば、インスタント・メッセージ
、待ち行列に入れられるメッセージ（例えば、電子メール）、テキストおよびＳＭＳ（シ
ョート・メッセージ・サービス）メッセージ、または他の任意の適切なメッセージング技
法を使用して送信されるメッセージなどのメッセージを受信し、転送する機能を提供する
。ユーザは、コンテンツ・ストア２２２内に記憶される情報、例えば、画像または映像を
アップロードするために、ウェブ・サーバ２１２に要求を送信することができる。加えて
、ウェブ・サーバ２１２は、ＩＯＳ（登録商標）、ＡＮＤＲＯＩＤ（登録商標）、ＷＥＢ
ＯＳ（登録商標）、またはＲＩＭなど、ネイティブ・クライアント・デバイス・オペレー
ティング・システムに直接的にデータを送信するための、ＡＰＩ機能を提供することがで
きる。
【００３４】
　広告ストア２１６は、広告主または他のエンティティから受信した複数の広告を記憶す
る。加えて、広告ストア２１６は、広告に関連付けられた広告タグを記憶することができ
る。広告タグは、広告の主題、広告のジャンル、広告によって表される製品もしくはサー
ビス、または広告の他の任意の特徴を識別し、または他の方法で記述する。いくつかの実
施形態では、広告タグは、広告に関連することができる特定のソーシャル・ネットワーキ
ング・システム・オブジェクトを識別する。
【００３５】
　ストーリ選択エンジン１７０は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１００の閲
覧ユーザにスポンサ付きストーリを提示するように求める要求を受信し、スポンサ付きス
トーリを生成するために、記憶された情報を選択する。一実施形態では、ストーリ選択エ
ンジンは、要求内の情報、または以前にユーザに提示されたスポンサ付きストーリの分析
に基づいて、スポンサ付きストーリ生成のためのデータの選択を最適化する。スポンサ付
きストーリに対する要求は、広告主、広告ブローカ、または広告ストア２１６から選択さ
れた広告内に埋め込まれた実行形式のコードなど、任意の適切なソースから受信される。
【００３６】
　スポンサ付きストーリを生成するために、ストーリ選択エンジン１７０は、ユーザ・デ
ータ・ストア２２２、オブジェクト・データ・ストア２２４、および対話データ・ストア
２２６からのデータを識別する。閲覧ユーザにつながっているユーザをユーザ・データ・
ストア２２２から識別するために、エッジ・ストア２３０のデータもアクセスされる。オ
ブジェクトとあるタイプの対話を実行する、またはあるタイプのオブジェクトと対話を実
行する、閲覧ユーザにつながっているユーザを識別するデータが、要求の内容に基づいて
識別される。加えて、図１に関連して上で説明されたように、要求に基づいて、スポンサ
付きストーリ内に含めるための投稿候補を、オブジェクト・データ・ストア２２４から選
択することができる。
【００３７】
　オブジェクトは、多種多様な方法で識別される。一実施形態では、要求は、ソーシャル
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・ネットワーキング・システム１００を用いて特定のオブジェクトを識別するために使用
される、広告からの広告タグなどのタグを含む。例えば、広告タグは、ソーシャル・ネッ
トワーキング・システム内において、ファン・ページのＵＲＬ、ファン・ページのソーシ
ャル・ネットワーク・インデックス番号、またはキーワードによって、特定のロック・バ
ンドのためのファン・ページを識別する。一代替実施形態では、要求は、スポンサ付きス
トーリに関連する広告を識別し、選択エンジン１７０は、広告を広告に関連するオブジェ
クトに相関させる予め指定されたインデックスによって、広告に関連するオブジェクトを
識別する。この予め指定されたインデックスは、広告主または他の任意のパーティによっ
て埋められる。例えば、広告の識別情報が提供された場合、ソーシャル・ネットワーキン
グ・システム１００は、どのオブジェクトが広告に関連するとして以前に識別されたかを
決定し、これを広告に関連するオブジェクトを識別するための基礎材料として使用する。
代替として、ストーリ選択エンジン１７０は、要求または要求によって識別された広告の
特徴、プロパティ、オブジェクト、または他の任意のフィーチャを識別する。例えば、ス
トーリ選択エンジン１７０は、要求内に含まれた広告のテキストをスキャンし、要求内に
含まれた広告内の画像を識別し、または広告の他の特徴を識別する。識別された特徴と一
致または類似する１つまたは複数の特徴を有するオブジェクトが、ストーリ選択エンジン
１７０によって識別される。
【００３８】
　スポンサ付きストーリ内に含められるユーザも、多種多様な方法で選択される。例えば
、閲覧ユーザとの要求によって指定されたタイプのつながりを有するユーザが、ストーリ
選択エンジン１７０によって識別される。別の例として、一実施形態では、閲覧ユーザに
接続され、要求によって指定された１つまたは複数の特徴を有するユーザが、識別される
。閲覧ユーザに明示的に接続されないが、閲覧ユーザとの別の関連付けを有するユーザを
識別することができる。例えば、閲覧ユーザと共通するユーザにつながっているユーザ、
共通のユーザ・プロファイル情報を有するユーザ（お気に入りの映画が同じ、通っていた
高校が同じなど）、同じグループのメンバであるユーザ、または他の任意の適切な特徴を
有するユーザが識別される。同様に、ストーリ選択エンジン１７０は、多種多様な方法で
、ユーザによる対話を識別することができる。例えば、ストーリ選択エンジン１７０は、
要求によって指定されたアクションのタイプを識別し、要求によって指定された時間間隔
内に発生したアクションを識別する。
【００３９】
　図１に関連して上で説明されたように、スポンサ付きストーリによって記述されたアク
ションについての追加のコンテキストを提供するために、スポンサ付きストーリ内に投稿
を含めることができる。ストーリ選択エンジン１７０は、オブジェクト・データ・ストア
２２４から、スポンサ付きストーリ内に含めるためのオブジェクトに関連付けられた投稿
候補を識別する。投稿候補は、オブジェクトに関連付けられる。例えば、ストーリ選択エ
ンジン１７０は、スポンサ付きストーリ内に含めるためのページを識別し、ページに投稿
されたコメントまたは他のコンテンツを取り出す。投稿候補は、スポンサ付きストーリ内
において識別することができる、投稿を生成または提供したユーザを用いても識別される
。
【００４０】
　一実施形態では、ストーリ選択エンジン１７０は、要求されたスポンサ付きストーリの
ためのデータを識別するために、以前に提示されたスポンサ付きストーリをストーリ・ス
トア２１８から取り出す。受信された以前に提示されたスポンサ付きストーリは、要求に
よって識別された特定のアクション、オブジェクト、またはユーザを記述することができ
る。パフォーマンス・メトリックは、ストーリ・ストア２１８内に含まれ、以前に提示さ
れたスポンサ付きストーリとともに取り出される。図４に関連して以下で説明されるよう
に、ストーリ選択エンジン１７０は、要求されたスポンサ付きストーリのためのコンテン
ツを選択する場合に、以前に提示されたスポンサ付きストーリのパフォーマンス・メトリ
ックを分析することができる。
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【００４１】
　識別されたユーザ、対話、および／または投稿に基づいて、ストーリ選択エンジン１７
０は、ストーリ生成エンジン１８０に伝えられる情報を選択し、ストーリ生成エンジン１
８０は、その情報から１つまたは複数のスポンサ付きストーリを生成する。例えば、スポ
ンサ付きストーリは、閲覧ユーザの友達の２人がある会社のファン・ページに「いいね」
を表明したことを示す。生成されたスポンサ付きストーリ１９０は、閲覧ユーザの友達の
うちの少なくとも１人の名前および写真、少なくとも１人の友達のユーザ・プロファイル
へのリンク、質問、ならびに／または選択されたストーリ要求内で指定された他のコンテ
ンツなど、ソーシャル・ネットワーキング・システム内に記憶された追加情報も含む。生
成されたスポンサ付きストーリは、多種多様な方法で、閲覧ユーザに提示される。例えば
、生成されたスポンサ付きストーリは、閲覧ユーザのためのニュースフィード内のストー
リとして、バナーとして、通知メッセージとして、対話的ポップアップとして、または他
の任意の適切な配信方法を使用して提示される。一実施形態では、広告ストア２１６から
の広告が、生成されたスポンサ付きストーリとともに表示される。一実施形態では、広告
およびスポンサ付きストーリは、それらが単一のユニットとして出現するように、体裁を
整えることができる。別の実施形態では、広告およびスポンサ付きストーリは、同じペー
ジ上に、しかし、コンテンツの別々の部分として提示される。
【００４２】
　図３は、一実施形態による、閲覧ユーザに表示されるスポンサ付きストーリ・ユニット
１９０である。図３の例では、スポンサ付きストーリ・ユニット１９０は、オブジェクト
３０２、ユーザ３０４Ａ、３０４Ｂ、およびオブジェクト３０２に関してユーザ３０４Ａ
、３０４Ｂによって実行される対話を識別する。スポンサ付きストーリ・ユニット１９０
は、ユーザ３０４Ａがオブジェクト３０２についてコメント３０６Ａを行い、それが自動
車製造会社のファン・ページへの投稿であることを示しており、またユーザ３０４Ｂがオ
ブジェクト３０２に「いいね」を表明したこと３０６Ｂを示している。スポンサ付きスト
ーリ１９０は、オブジェクト３０２が、自動車製造会社によってファン・ページに投稿さ
れた投稿３０２および自動車の画像を追加的に含むことも識別する。スポンサ付きストー
リ１９０は、スポンサ付きストーリ１９０に関連付けるためのデータを閲覧ユーザから受
け取るための入力要素３０８を含む。いくつかの実施形態では、ユーザは、提供されるデ
ータの他のユーザに対する可視性を制限するために、入力要素３０８を通じて提供される
データに対してプライバシ設定を指定する。
【００４３】
　スポンサ付きストーリ選択の最適化
　上で説明されたように、スポンサ付きストーリを求める要求が受信された場合、複数の
候補ユーザ、オブジェクト、および対話が取り出される。ストーリ選択エンジン１７０は
、候補ユーザ、オブジェクト、および対話から１組のスポンサ付きストーリ候補を生成し
、それらをランク付けする。スポンサ付きストーリの目的を最適化するように候補ストー
リをランク付けするために、様々な基準を使用することができる。スポンサ付きストーリ
の例示的な目的は、ユニークなインプレッション（ソーシャル・リーチ）の数または割合
を最大化すること、ユーザ・コンバージョンの数または頻度を最大化すること、クリック
・スルー・レートを最大化すること、スポンサおよびプロバイダの収入を最大化すること
、ならびに上記のメトリックの任意の組み合わせを含む。スポンサ付きストーリの目的を
最適化するために、ストーリ選択エンジン１７０は、スポンサ付きストーリ候補を選択し
て、選択されたスポンサ付きストーリを提示するために使用される、および／またはスポ
ンサ付きストーリ候補を生成するために使用されるパラメータをさらに変更することがで
きる。
【００４４】
　スポンサ付きストーリを要求する広告主または他のコンテンツ・プロバイダは、スポン
サ付きストーリの生成およびストーリ選択エンジン１７０による選択を変更するために、
要求内に異なるモデルまたはパラメータを指定することができる。上で説明されたように
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、以前に提示されたスポンサ付きストーリのパフォーマンス・データは、ストーリ・スト
ア２１８内に記憶され、ストーリ選択エンジン１７０は、このパフォーマンス・データを
取り出すことができ、これによって、以前に提示されたスポンサ付きストーリのパフォー
マンス・データを、スポンサ付きストーリを要求したエンティティが検討することを可能
にし、このパフォーマンス・データは、異なるモデルおよび／またはパラメータに基づい
て生成または提示される。例えば、分析および比較によって、要求を行った者は、閲覧ユ
ーザのためのスポンサ付きストーリを生成するときの友達の選択を向上させるより優れた
方法、製品の販売を促進するのに最適な特定の対話タイプ、または最も注意を引きつける
あるページ投稿コンテンツを見出すことができる。
【００４５】
　図４は、ソーシャル・ネットワーキング・システム１００によるスポンサ付きストーリ
の選択を最適化するプロセスの一実施形態のフローチャートである。ストーリ選択エンジ
ン１７０は、閲覧ユーザに提示するためのスポンサ付きストーリを生成するように求める
要求を受信し（４０２）、要求は、スポンサ付きストーリを生成するための情報を含む。
例えば、要求は、スポンサ付きストーリ内に含められるアクションのタイプまたはオブジ
ェクトのタイプを指定する。加えて、要求によって、スポンサ付きストーリに関連する広
告を識別することができる。要求は、スポンサ付きストーリの目的を指定するパラメータ
も含む。スポンサ付きストーリの例示的な目的は、ユニークなインプレッション（ソーシ
ャル・リーチ）の数または割合を最大化すること、ユーザ・コンバージョンの数または頻
度を最大化すること、クリック・スルー・レートを最大化すること、スポンサおよびプロ
バイダの収入を最大化すること、ならびに上記のメトリックの任意の組み合わせを含む。
要求内で指定された情報に基づいて、ストーリ選択エンジン１７０は、図２に関連して上
で説明されたように、オブジェクト、ユーザ、および対話を識別する（４０４）。
【００４６】
　識別されたオブジェクト、ユーザ、および対話から、ストーリ選択エンジン１７０は、
１つまたは複数のスポンサ付きストーリ候補を生成する。識別されたスポンサ付きストー
リ候補の各々は、識別されたユーザによる識別されたオブジェクトとの対話を記述する。
ストーリ選択エンジン１７０は、要求よって指定されるパラメータ、ならびにクリック１
回当たりのコスト、インプレッション１回当たりのコスト、コンバージョン率、およびそ
れらの任意の組み合わせなど、スポンサ付きストーリのパフォーマンス・スコアを含む様
々な基準に基づいて、スポンサ付きストーリ候補をランク付けする（４０８）。一実施形
態では、スポンサ付きストーリ候補は、目的パラメータ、パフォーマンス・スコア履歴（
例えば、インプレッション１０００回当たりの実効コスト）、または２つの要因の組み合
わせに基づいて、識別およびランク付けされる。例えば、目標数の候補を識別するために
、ストーリ選択エンジン１７０は、ユーザの人口統計、ロケーション、および関心情報を
最初に使用して、目的パラメータに基づいて、すべてのスポンサ付きストーリをフィルタ
リングする。指定された数よりも多いスポンサ付きストーリ候補が識別された場合、スト
ーリ選択エンジン１７０は、特定の期間（例えば、最近３０日）にわたるパフォーマンス
履歴に基づいて、スポンサ付きストーリをソートして、上位ストーリを候補として選択す
る。
【００４７】
　これは、ランク付け（４０８）が、要求によって指定されたスポンサ付きストーリの目
的のために最適化されることを可能にする。例えば、閲覧ユーザと各スポンサ付きストー
リ候補との間の親和性が、決定され、スポンサ付きストーリ候補が、親和性に基づいて、
ランク付けされる（４０８）。親和性は、オブジェクト、対話、友達、またはスポンサ付
きストーリ候補内に含まれるプロパティおよびフィーチャの任意の組み合わせに対する推
定された閲覧ユーザの親和性の重み付けされた関数とすることができる。親和性は、閲覧
ユーザがスポンサ付きストーリ候補にアクセスまたは他の方法でそれと対話する蓋然性を
表す。親和性の計算は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１０年１２
月２３日に出願された、米国特許出願第１２／９７８２６５号においてさらに説明されて
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いる。スポンサ付きストーリ自体の親和性よりもむしろ、ストーリ選択エンジン１７０は
、スポンサ付きストーリ候補の各々によって記述されるユーザに対する閲覧ユーザの親和
性に基づいて、スポンサ付きストーリ候補をランク付けすることができる（４０８）。
【００４８】
　代替として、ストーリ選択エンジン１７０は、要求によって指定される対話のタイプに
基づいて、スポンサ付きストーリ候補をランク付けする（４０８）。例えば、指定された
タイプの対話を記述するスポンサ付きストーリ候補は、他のタイプの対話を記述する候補
ストーリよりも高くランク付けされる（４０８）。別の実施形態では、ストーリ選択エン
ジン１７０は、スポンサ付きストーリ候補のコンテンツとのユーザ・エンゲージメントに
基づいて、スポンサ付きストーリ候補をランク付けする（４０８）。ユーザ・エンゲージ
メント値は、ソーシャル・ネットワーキング・システムが、スポンサ付きストーリ候補に
よって記述されるオブジェクトを閲覧する、またはそれと対話する回数に基づくことがで
きる。ユーザ・エンゲージメントは、ソーシャル・ネットワーキング・システム・ユーザ
による、オブジェクトとの特定のタイプの対話（例えば、共有、「いいね」の表明など）
、またはオブジェクトとの多種多様なタイプの対話に基づくことができる。別の実施形態
では、ストーリ選択エンジン１７０は、スポンサ付きストーリ候補によって記述される対
話がどれほど最近に実行されたかに基づいて、スポンサ付きストーリ候補をランク付けす
る（４０８）。例えば、より最近の対話を記述するスポンサ付きストーリ候補は、より古
い対話を記述するスポンサ付きストーリ候補よりも高くランク付けされる（４０８）。
【００４９】
　様々なスポンサ付きストーリ候補によって記述されるオブジェクトのタイプおよび／ま
たは内容は、スポンサ付きストーリ候補をランク付けする（４０８）ために使用すること
ができる。一実施形態では、閲覧ユーザのユーザ・プロファイル内の特徴と一致する特徴
を有するオブジェクトを記述するスポンサ付きストーリ候補が、高いランキングを有する
。例えば、キャンプまたはハイキングへの関心を示すプロファイルを有するユーザの場合
、キャンプまたはハイキング用品についてのスポンサ付きストーリは、釣り用具に関する
スポンサ付きストーリよりも高くランク付けされる。スポンサ付きストーリ候補をランク
付けする（４０８）ための様々な方法は、任意の適切な方法で組み合わせることができる
。
【００５０】
　ストーリ選択エンジン１７０は、ランキングからスポンサ付きストーリを選択し、選択
されたスポンサ付きストーリを記述するデータをストーリ生成エンジン１８０に伝え、ス
トーリ生成エンジン１８０は、閲覧ユーザに提示される（４１０）スポンサ付きストーリ
を生成する。例えば、最も高くランク付けされたスポンサ付きストーリ候補が、選択およ
び生成され、または少なくとも閾値ランキングを有するスポンサ付きストーリ候補が、選
択および生成される。一実施形態では、ユーザの異なる人口学的サブセットごとに、スポ
ンサ付きストーリ候補をランク付けする（４０８）ための異なる機械学習モデルを生成す
ることができる。各モデルは、モデルが最新の情報を反映していることを保証するために
、異なる頻度で再訓練される。
【００５１】
　加えて、スポンサ付きストーリの提示、および他のソーシャル・ネットワーキング・シ
ステム・ユーザへの他のスポンサ付きストーリの提示の後、ストーリ選択エンジン１７０
は、提示されたスポンサ付きストーリのパフォーマンス・メトリックを収集し（４１２）
、それらは、ストーリ・ストア２１８内に記憶される。パフォーマンス・メトリックの例
は、ユニークなインプレッション（ソーシャル・リーチ）の数または割合、ユーザ・コン
バージョンの数および頻度、クリック・スルー・レート、スポンサおよびプロバイダの収
入、ならびにこれらのメトリックの任意の組み合わせを含む。収集されたパフォーマンス
・メトリックは、ユーザ・クリック／コンバージョン・パターンを識別するために、なら
びにパフォーマンスのランク付けおよび後続で要求されるスポンサ付きストーリの選択を
向上させる（４１４）ために、ストーリ選択エンジン１７０によって分析される。別のス
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ポンサ付きストーリを求める要求が取り出された場合、分析に基づいて、スポンサ付きス
トーリ候補を再生成または再ランク付けすることができる。パフォーマンス・メトリック
は、広告主に配信についての洞察を与えるために、広告主に報告される。
【００５２】
　要約
　本発明の実施形態についての上述の説明は、説明を目的として提示されたものであり、
網羅的であること、または開示された通りの形態に本発明を限定することは意図していな
い。上述の開示に照らして、多くの変更および変形が可能であることを、当業者は理解す
るであろう。
【００５３】
　この説明のいくつかの部分は、情報に対する操作のアルゴリズムおよびシンボリック表
現の観点から、本発明の実施形態を説明している。これらのアルゴリズムによる説明およ
び表現は、自らの仕事内容を他の当業者に効率的に伝えるために、データ処理分野の当業
者によって一般に使用されている。これらの操作は、機能的、計算的、または論理的のい
ずれで説明されていても、コンピュータ・プログラムまたは等価の電子回路もしくはマイ
クロコードなどによって実装されることが理解される。さらに、一般性を失うことなく、
操作のこれらの配列をモジュールと呼ぶことが時には便利であることも分かっている。説
明された操作およびそれらに関連付けられるモジュールは、ソフトウェア、ファームウェ
ア、ハードウェア、またはそれらの任意の組み合わせによって具体化される。
【００５４】
　本明細書で説明されたステップ、操作、またはプロセスのいずれも、１つまたは複数の
ハードウェアまたはソフトウェア・モジュールをそれだけで用いて、または他のデバイス
と組み合わせて用いて、実行または実装される。一実施形態では、ソフトウェア・モジュ
ールは、説明されるステップ、操作、またはプロセスのいずれかまたはすべてを実行する
ためのコンピュータ・プロセッサによって実行される、コンピュータ・プログラム・コー
ドを記憶したコンピュータ可読媒体を含むコンピュータ・プログラム製品を用いて実装さ
れる。
【００５５】
　本発明の実施形態は、本明細書の操作を実行するための装置に関することもできる。こ
の装置は、必要とされる目的のために特別に構成することができ、および／またはコンピ
ュータ内に記憶されたコンピュータ・プログラムによって選択的に活動化または再構成さ
れる汎用コンピューティング・デバイスを含む。そのようなコンピュータ・プログラムは
、有形の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体内に、または電子命令を記憶するのに適し
た任意のタイプの媒体内に記憶されることができ、それらの媒体は、コンピュータ・シス
テム・バスに結合される。さらに、本明細書内で言及されたいずれのコンピューティング
・システムも、単一のプロセッサを含むことができ、またはコンピューティング能力を高
めるための複数プロセッサ設計を具体化したアーキテクチャとすることができる。
【００５６】
　本発明の実施形態は、本明細書で説明されるコンピューティング・プロセスによって生
成される生成物に関することもできる。そのような生成物は、コンピューティング・プロ
セスからもたらされる情報を含むことができ、情報は、非一時的な有形なコンピュータ可
読記憶媒体上に記憶され、本明細書で説明されたコンピュータ・プログラム製品または他
のデータ組み合わせの任意の実施形態を含む。
【００５７】
　最後に、本明細書内で使用される用語は、主として読み易く教示的になるように選択さ
れており、本発明の主題を詳述または限定するために選択されていないことがある。した
がって、本発明の範囲は、この詳細な説明によってはなく、代わりに、それらに基づいた
出願に現れるいずれかの請求項によって限定されることが意図されている。したがって、
本発明の実施形態についての本開示は、以下の特許請求の範囲において説明される本発明
の範囲についての、限定ではない、説明であることが意図されている。
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